
　

吉
田
本
に
は
、
内
容
が
八
篇
の
謡
を
収
め
て
居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
と
の
理
由

で
、
金
島
集、

と
い
ふ
標
題
と
な
つ
て
居
る
が
、
此
の
書
の
内
題
に
金
島
書、

と
あ
る
に

従
つ
て
、
や
は
り
金
島
書
と
呼
ぶ
が
良
い
と
思
ふ
。
佐
渡
を
「
こ
が
ね
の
島
」
と
称

す
る
事
か
ら
、
こ
の
名
称
が
附
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
奥
書
の
「
こ
れ
を
見
ん
残

す
こ
が
ね
の
島
ち
ど
り
跡
も
朽
ち
せ
ぬ
世
々
の
し
る
し
に
」
と
い
ふ
歌
が
、
此
書
の

成
立
動
機
を
物
語
つ
て
居
る
。
即
ち
世
阿
弥
は
こ
の
八
篇
の
謡
を
集
め
て
、
佐
渡

流
謫
の
身
の
形
見
と
し
て
、
何
人
か
に
送
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

　

世
阿
弥
が
七
十
余
歳
の
高
齢
で
、
流
罪
に
処
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
事
は
、
誠
に
我
々

金
島
書
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の
心
を
さ
へ
も
傷
ま
し
め
る
悲
痛
な
事
件
で
あ
る
が
、
其
の
理
由
は
全
く
不
明
で

あ
る
。
本
書
「
配
処
」
の
曲
に
「
げ
に
や
罪
な
く
て
、
配
処
の
月
を
見
る
事
は
、

古
人
の
望
な
る
も
の
を
、
身、

に、

も、

心、

の、

あ、

る、

や、

ら、

ん、

」
と
述
懐
の
心
を
洩
ら
し
て

居
る
点
か
ら
考
へ
て
も
、
彼
に
流
罪
に
相
当
す
る
ほ
ど
の
重
い
罪
科
は
無
か
つ
た
事

が
考
へ
ら
れ
る
し
、
又
、
世
上
流
布
の
伝
説
―
―
世
阿
が
女
婿
禅
竹
を
偏
愛
し
て
、

我
子
を
愛
し
な
か
つ
た
故
に
、
将
軍
の
忌
諱
に
ふ
れ
た
と
す
る
説
―
―
に
し
て
も
、

遠
島
に
処
せ
ら
れ
る
べ
き
ほ
ど
の
事
柄
で
も
な
い
。
全
く
残
忍
苛
酷
な
将
軍
義
教
の

一
時
の
怒
に
ま
か
せ
た
迫
害
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

　

本
書
に
よ
つ
て
世
阿
弥
の
動
静
を
見
る
と
、
彼
は
永
享
六
年
五
月
四
日
に
都
を

出
て
、
次
の
日
に
若
狭
の
小
浜
に
着
い
て
居
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
琵
琶
湖
を
舟
で
北

近
江
に
着
し
、
そ
こ
か
ら
陸
路
小
浜
に
到
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
他
の
路
で
は
二
日

で
小
浜
に
着
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
順
風
を
待
ち
、
海
路
一
す
ぢ
に
佐

渡
に
向
つ
た
。
海
上
か
ら
加
賀
の
白
山
を
遠
望
し
、
能
登
の
七
島
・
珠
州
の
崎
の

海
辺
を
通
り
、
越
中
の
立
山
・
礪
波
山
を
そ
れ
ぞ
と
ば
か
り
眺
め
て
、
五
月
下
旬

に
到
つ
て
、
佐
渡
の
多
田
の
浦
に
到
着
し
て
居
る
。
其
翌
日
は
多
田
を
発
し
、
笠
借

峠
を
経
、
長
谷
の
観
音
を
拝
し
、
雑
太
郡
の
新
保
に
着
し
て
、
こ
こ
で
護
送
の
役
人

か
ら
佐
渡
の
国
守
の
代
官
に
身
柄
が
引
き
渡
さ
れ
、
代
官
は
彼
を
満
福
寺
と
い
ふ
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小
院
に
宿
せ
し
め
た
。
蓋
し
こ
こ
が
、
流
人
配
処
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

新
保
に
落
つ
い
た
世
阿
弥
は
、
八
幡
の
方
へ
参
詣
し
て
、
大
納
言
為
兼
の
配
処
の

旧
跡
を
訪
ら
ひ
、
時
鳥
の
鳴
か
ぬ
謂
れ
を
聞
い
て
故
郷
を
思
ひ
、
西
方
の
山
麓
の

泉
を
見
や
つ
て
は
、
そ
こ
が
順
徳
院
の
黒
木
の
御
所
の
あ
つ
た
所
だ
と
聞
い
て
、
承

久
の
古
を
思
ひ
、
院
の
御
運
を
い
た
は
し
く
思
ひ
申
し
上
げ
て
ゐ
る
。
そ
の
中
に
、

佐
渡
の
国
内
に
合
戦
が
始
ま
り
、
新
保
の
地
が
其
の
巷
と
な
つ
た
為
に
、
泉
に
居
を

か
へ
た
。
そ
こ
で
秋
冬
を
送
つ
て
、
永
享
七
年
の
春
を
迎
へ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
泉

の
地
に
於
て
は
、
彼
は
十
社
の
神
に
参
詣
し
て
、
法
楽
の
謡
を
作
り
手
向
け
、
又
、

所
の
古
老
に
逢
つ
て
、
佐
渡
の
国
の
神
秘
を
尋
ね
聞
い
て
、
北
山
と
い
ふ
曲
舞
を
作

つ
た
。
当
時
の
神
道
説
に
よ
る
佐
渡
の
国
の
縁
起
を
述
べ
、
さ
う
し
た
霊
地
に
身
を

置
く
こ
と
も
他
生
の
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
と
謡
つ
て
居
る
。

　

以
上
は
、
若
州
・
海
路
・
配
処
・
時
鳥
・
泉
・
十
社
・
北
山
の
七
篇
の
謡
に
見

え
る
所
で
あ
る
が
、
最
後
に
一
篇
、
興
福
寺
の
薪
猿
楽
を
称
へ
た
謡
を
加
へ
て
居
る
。

奥
書
に
永
享
八
年
二
月
と
記
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
こ
の
一
篇
は
、
永
享
八
年
の
二
月

に
、
遥
か
に
南
都
興
福
寺
に
於
て
二
月
に
執
行
せ
ら
れ
る
薪
能
を
想
ひ
や
つ
て
、
作

つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
、
前
の
七
篇
の
佐
渡
の
謡
に
こ
れ
を
添
へ
、「
こ
れ
を
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見
ん
残
す
こ
が
ね
の
島
ち
ど
り
跡
も
く
ち
せ
ぬ
世
々
の
し
る
し
に
」
の
詠
を
加
へ
て
、

何
人
か
に
贈
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

　

世
阿
弥
が
何
時
配
流
の
罪
を
許
さ
れ
た
か
、
又
、
何
時
帰
京
し
た
か
に
関
し
て

も
確
実
な
史
料
は
無
い
。
た
だ
花
鏡
を
、
永
享
九
年
八
月
に
金
春
禅
竹
に
附
与
し

た
ら
し
い
消
息
が
、
同
書
の
奥
書
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
事
か
ら
し
て
、
永
享
九
年
の

秋
に
は
大
和
に
帰
つ
て
居
た
で
あ
ら
う
と
想
像
せ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
伝
説
上
で

は
、
四
座
役
者
目
録
に
「
公
方
之
御
意
ニ
違
、
佐
渡
ノ
国
ヘ
配
流
セ
ラ
レ
、
被
レ
居

ル
中
ニ
七
番
謡
ヲ
作
ル
。
上
方
ヘ
ウ
ツ
シ
来
リ
、
世
人
ニ
流
布
ス
。
忝
モ
帝
王
ノ
御
目

ニ
掛
リ
、
七
番
ノ
中
、
取
分
キ
定
家
か
つ
ら
謡
ノ
作
リ
様
御
感
被
レ
成
、
佐
渡
ニ
有

ハ
不
便
ナ
ル
ト
テ
、
公
方
ヘ
急
ギ
呼
返
サ
レ
ヨ
ト
勅
定
ニ
ヨ
リ
、
佐
渡
ヨ
リ
帰
リ
タ
ル

人
也
」
と
い
ふ
伝
説
を
載
せ
て
居
る
。

　

此
書
は
能
楽
の
秘
書
と
は
性
質
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
語
釈
だ
け
を

加
へ
て
、
評
語
は
省
略
す
る
事
と
す
る
。

底
本
：
国
立
国
会
図
書
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デ
ジ
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